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論 文
マルクスの貨幣理論について
谷 友
?
1 ヒルファディングの所説
われわれはマルクスの『資本論』のなかの貨幣問題にかんする諸議論を検討
したいとおもうが，ここではまず貨幣の必然性の問題にかんれんしてヒルファ
ディングの『金融資本論』のなかのいわゆる純粋紙幣本位制にかんする所説を
考察しよう。この所説についてはすでに多くの批判があらわれているのである
が，われわれもある視点からひとつの批判をこころみるつもりである。しかし
そのまえに貨幣の必然性の問題にかんれんがあるマルクスじしんの議論にふれ
ておこう。
マルクスは，『資本論』第 1部第 1篇「商品と貨幣」第 1章「商品」第 3節
「価値形態または交換価値」のなかで， A 「単純な，個別的な，または偶然的
な価値形態」， B 「全体的な，または展開された価値形態」， C 「一般的価値形
態」， D 「貨幣形態」に、ついて論じ，最後のところで一般的等価物としての金
が貨幣商品となること，そして金での一商品の相対的価値表現が価格形態であ
ることを指摘している。1) いまその精細な議論にたちいることはやめて，ここ
には第2章「交換過程」のなかの貨幣の生成にかんするマルクスの議論を引用
しよう。当面の問題の要点は後者のなかで具体的に説明されているからであ
る。すなわち，
1) Karl Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 63-85. 『マル
クスーエンゲルス全集」（大月書店）第23巻， 65-95ページ。
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「すべての商品は，その所持者にとっては非使用価値であり，その非所持者
にとっては使用価値である。だから，商品は全面的に持ち手をとりかえなけれ
ばならない。そして，この持ち手のとりかえが商品の交換なのであり，また，
商品の交換が商品を価値としてたがいに関係させ，商品を価値として実現する
のである。それゆえに，商品は，使用価値として実現されうるまえに，価値と
して実現されなければならないのである。
「他方では，商品は，じぶんを価値として実現しうるまえに，じぶんを使用
価値として実証し t~ければならない。なぜならば，商品に支出された人間労働
は，ただ他人にとって有用な形態で支出されているかぎりでしか，数にはいら
ないからである。ところが，その労働が他人にとって有用であるかどうか，し
たがってまたその生産物が他人の欲望を満足させるかどうかは，ただ商品の交
換だけが証明することができるのである。
「どの商品所持者も，じぶんの欲望を満足させる使用価値をもつ別の商品と
ひきかえにでなければ，じぶんの商品を手ばなそうとはしない。そのかぎりで
は，交換はかれにとってただ個人的な過程でしかない。他方では，かれはじぶ
んの商品を価値として実現しようとする。すなわち，じぶんの気にいったおな
じ価値の他の商品でさえあれば，この他の商品の所持者にとってかれじしんの
商品が使用価値をもっているかどうかにかかわりなく，どれででも実現しよう
とする。そのかぎりでは，交換はかれにとって一般的な社会的過程である。だ
が，おなじ過程が，すべての商品所持者にとって同時にただ個人的でありなが
らまた同時にただ一般的社会的であるということはありえない。
「もっとくわしくみれば，どの商品所持者にとっても，他人の商品はどれで
もじぶんの商品の特殊的等価物とみなされ，したがってじぶんの商品はすべて
の他の商品の一般的等価物とみなされる。だが，すべての商品所持者がおなじ
ことをするのだから，どの商品も一般的等価物ではなく，したがってまた諸商
品はたがいに価値として等置され価値量として比較されるための一般的な相対
的価値形態をもっていない。したがって，諸商品は，けっして商品として相対
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するのでなく，ただ生産物または使用価値として相対するだけである。
「われわれの商品所持者たちは，当惑のあまり，ファウストのように考えこ
はじめ わざ
む。太初に業ありき。だから，かれらは考えるまえにすでに行なっていたので
ある。商品の本性の諸法則は，商品所持者の自然本能においてじぶんを実証し
たのである。かれらがじぶんたちの商品をたがいに価値として関係させ，した
がって商品として関係させることができるのは，ただ，じぶんたちの商品を，
一般的等価物としての，ある他の商品に，対立的に関係させることによっての
みである。このことは商品の分析があきらかにした。しかし，ただ社会的行為
だけが，ある一定の商品を一般的等価物にすることができる。それだから，ぁ
らゆる他の商品の社会的行動が，ある一定の商品を除外して，この除外された
商品であらゆる他の商品がじぶんたちの価値を全面的にあらわすのである。こ
のことによって，この商品の現物形態は，社会的にみとめられた等価形態にな
る。一般的等価物であることは，社会的過程によって，この除外された商品の
独自な社会的機能になる。こうして，この商品は貨幣になるのである。」 2)
「貨幣結晶は，種類のちがう労働生産物がじっさいにたがいに等置され，し
たがってじっさいに商品に転化される交換過程の，必然的な産物である。交換
の歴史的な広がりと深まりとは，商品の本性のうちに眠っている使用価値と価
値との対立を展開する。この対立を交易のために外的にあらわそうとする欲求
は，商品価値の独立形態にむかってすすみ，商品と貨幣とへの商品の二重化に
よって最終的にこの形態に到達するまでは，少しも休もうとしない。それゆえ
に，労働生産物の商品への転化が実現されるのとおなじ程度で，商品の貨幣ヘ
の転化が実現されるのである。」 s)
「商品交換がそのたんに局地的な限界をうちやぶり，したがって商品価値が
人間労働一般の物質化に発展してゆくにつれて，貨幣形態は，もともと一般的
2) Ebenda, S. 100-101. 邦訳，同上， 114-116ペー ジ。
3) Ebenda, S. 101-102. 邦訳，同上， 117ペー ジ。
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等価物の社会的機能に適している諸商品に，貴金属に，移ってゆく。」 4)
これらの文章のなかでマルクスは商品生産における貨幣の生成を論じ，そし
て貨幣が貴金属すなわち金または銀からなるものであることに論及している。
そういうかれの議論によって貨幣の必然性はいちおうあきらかである。そこで
ただちにさきにすすむこととしよう。上述のように，貨幣は一般的等価物とし
て商品価値をあらわすものであり，この価値表現が価格（すなわち価値価格）な
のであるが，マルクスによれば，現実においては商品価値から上または下にか
たよる市場価格が生ずるのであって，商品価値はこのような市場価格の平均と
して実現されるのであるから， 5) 貨幣はそうした市場価格を比較することにや
くだつものでなければならない。いわゆる「労働貨幣」説を批判するときにマ
Jレクスはこういう貨幣の役割について論じているが，その論旨はつぎのような
ものである。―
「価格は価値と区別される。たんに名目が実質と区別されるというように区
別されるだけではなく，つまり，金や銀での命名によって区別されるだけでな
く，価値は価格が経過する運動の法則としてあらわれるということによっても
区別されるのである。しかし両者はたえずちがっており，両者が一致すること
はけっしてないか，またはまった＜偶然にかつ例外的にしかない。商品価格は
たえず商品価値の上か下かにあり，しかも商品価値そのものはただ商品価格の
上下運動のうちにしかないのである。需要と供給とがたえず商品価格を決定す
る。それらが一致することはけっしてないかまたはほんの偶然にすぎない。」8)
「価格と価値との区別は……商品の現実の交換価値があらわされる尺度とし..................... 
ての第3の商品を必要とする。価格は価値にひとしくないから，価値を規定す
4) Ebenda, S. 104. 邦訳，同上， 119ペー ジ。
5) Vgl. Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 25, S. 188, 200. 邦
訳，第25巻， 224,239ペー ジ。
6) Marx, Grundrisse der Kritik der politischen Okonomie, 1953, S. 56. 高木幸二
郎監訳．第1分冊， 59ペー ジ。
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ち要素—労働時問——ほ，価格がおらわされち要素セほおりえない。なぜな................... 
らば，労働時間は，価値を規定するとともに規定しないものとし七，労働時間
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ........ . 
そのものにひとしいとともにひとしくないものとして，自已をあらわさなけれ................. 
ばならなかったはずであるからである。価値尺度としての労働時間はただ理念
的にだけ存在するのであるから，価格の比較のための材料としてはやくだたな
い。……価値と価格との区別は，価値は価格としては， それじしんに固有なも
のとは別の度量標準ではかられるということを要求する。価値と区別された価
格は必然的に貨幣価格である。」 7)
ここでマルクスが価格または商品価格といっているのは市場価格をさすので
•あって， 上記の文章は， 市場価格がつうれい価値から上か下かにかたよるこ
と， そして貨幣はそういう市場価格を比較するためにやくだつものであること
をしめしている。これによって「価値関係が貨幣において， ひとつの物質的な
かつ特殊化された存在を， どのようにしてまたなにゆえにうけとるかというこ
とが，あきらかになる」 s)のである。貨幣の必然性の問題においてはそうした
貨幣の役割がとうぜん考慮にいれられなければならないのである。
さて， これまでみてきた貨幣の必然性，とくに金または銀のように一般的等
価物として内在的価値をもつ貨幣で諸商品を評価しなければならないというこ
とを，まず念頭においたうえで，われわれの考察の対象であるヒルファディン
グの純粋紙幣本位制にかんする所説をとりあげることとするが，かれは「流通
過程における貨幣」について論ずるさいにこれをのべているのであって， その
要点はつぎの文章のなかにしめされている。 「マルクスが以下のようにのべる
ばあい，紙幣本位制（または自由鋳造禁止の本位制）の法則をもっともただし
く定式化しているようにわたくしにはおもわれる。すなわち『無価値の表章が
価値章標であるのは， ただそれが流通過程の内部で金を代理するかぎりだけの
7) Ebenda, S. 58-59. 邦訳，同上， 61ペー ジ。
8) Ebenda, S. 59. 邦訳，同上， 61ペー ジ。
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ことであり，そしてそれが金を代理するのは，ただ金そのものが鋳貨として流
通過程にはいりこむであろうかぎりだけであり，この金の量は，諸商品の交換
価値とそれらの変態の速度とがあたえられていれば，それじしんの価値によっ
て規定される o』 ただ，マルクスがやったように，まず鋳貨量の価値を決定し
て，この価値によってはじめて紙幣の価値を決定するというような回り道だけ
は，よけいなようにおもわれる。このような決定の純社会的な性格は，紙幣の
価値を直接に社会的流通価値からみちびきだすばあいに，はるかに明白にあら
われてくる。……紙幣の価値は，金属貨幣をひきあいにだすことなしに，みち
びきだすことができなければならない。」，）
この文章のなかでヒルファディングが紙幣といっているのは強制通用力をも
つ不換紙幣をさすのであって， 10) 紙幣本位制というのはこのような紙幣が唯
ーの流通手段となっていることを意味しているようである。ところで，ヒルフ
ァディングはさいしょにマルクスの章句を引用しているが，じつはそれを誤解
しているのである。マルクスは紙幣をば「流通の内部で金を代理する」ところ
の「金章標」 とかんがえ，したがってそれを直接には「価格の章標」 とみな
し，ただ間接にのみ「商品の価値の章標」とみなしている。 11) しかるにヒル
ファディングは紙幣を直接にそういう価値の章標とかんがえ，「紙幣の価値は，
金属貨幣をひきあいにだすことなしに，みちびきだすことができなければなら
ない」といっているのである。そしてこういうヒルファディングの所説はかれ
のつぎのような基本的な考え方にもとづいているのである。すなわち， 「純粋
紙幣本位制においては，紙幣によって代表される価格総額は，流通時間が不変
なばあいには，諸商品の価格総額に正比例し，発行紙幣単位の数量に逆比例し
9) R. .Hilferding, Das Finanzkapital. Mit einem Vortwort von Fred Oelssner, 
1955, S. 58 Fussnote. 林要訳（国民文庫）第 1冊， 72-73ページ（註1)。
10) V gl. ebenda, S. 28, 31. 邦訳， 同上， 38,40ペー ジ。
11) Marx, Zur Kritik der politischen Okonomie. Marx-Engels Werke, Bd. 13, S. 
95. 邦訳，第13巻， 96ペー ジ。
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て変動する。••…••この流通手段は貨幣章標したがって金章標ではなくて価値章
標である。しかし，それは，紙幣が金の代表者にすぎない混合本位制において
金からこの価値をうけとるように，ある単一商品の価値をとおしてこの価値を
うけとるのではない。そうではなくて，紙幣の総量は，貨幣の流通速度が不変
なばあいには，流通のなかにある商品量の総計とおなじ価値をもつ。だから，
紙幣の総量の価値は社会的総流通過程の反映にすぎない。そこでは，一定の瞬
間に交換さるぺきすべての商品が，唯一の価値総額として，ひとつの単位とし
て作用し，これにたいして，紙幣量が，社会的交換過程をとおして，おなじひ
とつの単位として対置される。」 12)13) 
この叙述にはいくつかあいまいなところがあるが，それはともかくとして，
ヒルファディングのいうように，紙幣の価値は金属貨幣をひきあいにだすこと
なしにみちびきだすことができなければならないのであろうか。むしろそれは
なんらかの仕方で金にむすびついていなければならないのではなかろうか。こ
れにたいするマルクスじしんの答えはほぼ推測できるのであるが，ここに，歴
12) Hilferding, a. a. 0., S. 54-56. 邦訳，同上， 67-68ペー ジ。
13)このようなヒルファディングの見解にたいしてはマルクスが一面的に紙幣の流通しか
みない観察者についてのべているつぎのような批判があてはまる。すなわち， 「金は
価値をもつから流通するのに，紙券は流通するから価値をもつのである。商品の交換
価値があたえられていれば，流通する金の量はそれじしんの価値によってきまるの
に，紙券の価値は流通するその量によってきまる。流通する金の量は商品価格の騰落
につれて増減するのに，商品価格は流通する紙券の量の変動につれて騰落するように
みえる。商品流通はただ一定量の金鋳貨を吸収することができるだけであり， したが
って，流通する貨幣の交互の収縮膨脹が必然的な法則としてあらわれるのに，紙券は
どんなに増加しても流通にはいりこむようにみえる。……金鋳貨はあきらかに，商品
の価値そのものが金で評価され，または価格としてあらわされるかぎりでだけ，商品
の価値を代表するのだが，価値章標は商品の価値を直接に代表するようにみえる。こ
のことから，貨幣流通の諸現象を一面的に強制通用力をもつ紙幣の流通に即して研究
した観察者たちが，なぜ貨幣流通のすべての内在的法則を誤解せざるをえなかったか
があきかとなる。」 (Marx,Zur Kritik. Marx-Engels Werke, Bd. 13, S. 100-101. 
邦訳，第13巻， 101-102ペー ジ。）
27 
298 闊西大學「紐滑論集」第22巻第3号
史上の事実にかんれんしてかれの見解をはっきりとしめしている一文章をあげ
ておこう。すなわち， 1797年のイングランド銀行の兌換停止によって一時その
銀行券は不換券になっていたが，これについてマルクスはつぎのように書いて
いる。「銀行券はじっさいには金と兒換できなかったけれども， 名目上一定量
の金を代表していたかぎり，銀行券はなお依然として金に依存していたという
ことができる。銀行券は法律上はもはや銀行でそれだけの分量の金と引換える
ことはできなくなっていたけれども， 金はやはり銀行券の命名者のままでい
た。紙幣がその名称を金からうけとっているかぎり（だから，たとえば， 5ポ
ンド券が 5ソヴリン金貨の紙製の代表者であるかぎり）， 銀行券の金への兒換
性は，それが政策的に存在しようとしまいと，依然として銀行券にとって経済
的法則であるということは，おそらく疑問の余地がないであろう。・・・・・・ 5ポン
ドの銀行券は，不換券ではあったけれども，それと引換えにもはや 5ソヴリン
にひとしい地金価値をえられなくなったその瞬間から減価したのである。」 14)
このように不換銀行券も「名目上一定量の金を代表している」かぎり， 「依
然として金に依存している」。だからこそ， それの金にたいする減価について
云々することができるのである。おなじことは不換紙幣にもあてはまる。15)
14) Marx, Grundrisse der Kritik der Politischen Okonomie, S. 50. 邦訳，第1分冊，
52-53ページ。
15)このことをしめしているマルクスの文章を引用しておく。 「プロシアには強制通用カ
のある紙幣がある。（この紙幣の還流は，租税の一部分が紙幣で支払われなければなら
ないかぎりで保証されている。）このターレル紙幣は銀にたいする指図証券ではなく，
どこの銀行でも銀と法律上交換できない，等々。この紙幣は， どこの商業銀行からも
手形にたいして貸出されるのではなくて，政府からその出費の支弁のさい払いだされ
る。だが，その名称は銀の名称である。 1ターレル紙幣は 1銀ターレルと同一の価値
を代表しているといわれる。政府にたいする信頼が根本からゆらぐか，またはこの紙
幣が流通に必要なよりも大きい割合で発行されるならば，ターレル紙幣は実際上は銀
ターレルと対等ではなくなり，減価するであろう。なぜならば，その券面が表明して
いる価値以下に低落したからである。上述のような諸事情のどれもおこらないが，銀
にたいする特別の需要が，たとえば輸出のための銀に，ターレル紙幣にたいする特権
をあたえるならば，ターレル紙幣はおのずから減価するであろう。だから，金や銀ヘ
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そこで，このような紙券について一般的にのべるならば，それが唯一の流通手
段をなしているばあいにも，流通に必要な金量というものがあって，流通する
紙券の量はちょうどこの金量をあらわすようなものでなければならない。もし
も紙券が流通に必要な金量をこえて発行されるならば，紙券の金にたいする減
価が生ずることになるのである。
2 貨幣価値の問題
これからわれわれは『資本論』第 1部第 1篇第3章「貨幣または商品流通」
第1節「価値の尺度」のなかのマルクスの諸議論をば貨幣価値の問題を中心と
して検討することとする。ここに貨幣価値の問題というのは，貨幣の内在的価
値，すなわち貨幣材料じしんの価値と，貨幣の相対的価値，すなわち貨幣の他
の諸商品であらわした価値，これを逆にいえば，一般の商品価格との関係にか
かわるものである。
まずわれわれの問題への準備的考察のために貨幣の価値尺度としての機能に
かんするマルクスの基本的な議論をあらましみておく。かれは「金を貨幣商品
として前提する」とのべたのちつぎのように論じている。一
「金の第 1の機能は，商品世界にその価値表現の材料を提供すること，また
は，諸商品価値を同名の大きさ，すなわち質的におなじで量的に比較の可能な
大きさとしてあらわすことにある。こうして，金は諸価値の一般的尺度として
機能し，ただこの機能によってのみ，金という独自な等価物商品はまず貨幣に
なるのである。
「諸商品は，貨幣によって通約可能になるのではない。逆である。すぺての
の兌換性は，その紙幣が法律上兌換できようとできまいと，その名称を金または銀か
らうけとっているあらゆる紙幣の価値の実際上の尺度である。」 (Ebenda,S. 51-52. 
邦訳，同上， 54ペー ジ。） この文章のなかでマルクスは不換紙幣の銀にたいする減価：
が生ずる三つの原因に言及しており，いまはとくに二番目のものが問題であるが，ベ
つのかんれんでは他のものも重要であろう。
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商品が価値としては対象化された人間労働であり，したがって，それらじたい
として通約可能だからこそ，すべての商品は，じぶんたちの価値をおなじ独自
な一商品で共同に計ることができるのであり，また，そうすることによって，
この独自な一商品をじぶんたちの共通な価値尺度すなわち貨幣に転化させるこ
とができるのである。価値尺度としての貨幣は，諸商品の内在的な価値尺度
の，すなわち労働時間の，必然的な現象形態である。
「一商品の金での価値表現— x 量の商品 A=y 量の貨幣商品—は，そ
の商品の貨幣形態またはその商品の価格である。いまでは，鉄価値を社会的に
通用するようにあらわすためには， 1トンの鉄=2オンスの金 というような
ひとつの単独な等式で十分である。」 16)
ところで「商品の価格または貨幣形態は，商品の価値形態一般とおなじよう
に，商品の手につかめる実在的な物体形態からは区別された，したがってたん
に観念的な，または想像された形態である。鉄やリンネルや小麦などの価値
は，目にみえないとはいえ，これらの物そのもののうちに存在する。この価値
は，これらの物の金との同等性によって，いわばただこれらの物の頭のなかに
あるだけの金との関係によって，想像されるのである。」「それゆえに，その価
値尺度機能においては，貨幣は，ただ想像されただけの，すなわち観念的な貨
幣としてやくだつのである。」 17)ただし「価値尺度機能のためには，ただ想像
されただけの貨幣がやくだつとはいえ，価格はまったく実在の貨幣材料によっ
てさだまるのである。」 18)
ところが，そういう貨幣材料としては金がかんがえられているから，諸商品
の価値はいろいろな金量で計られ，価格として表現されるのであるが， 「技術
上， これらの金量を， それらの度量単位としての， ある固定された金量に関
16) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 109-110. 邦訳，
第23巻， 125-126ペー ジ。
17) Ebenda, S. 110-111. 邦訳，同上， 126-127ペー ジ。
18) Ebenda, S. 111. 邦訳，同上， 127ペー ジ。
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係させる必要が大きくなってくる。この度量単位そのものは，さらにいくつも
の可除部分に分割されることによって，度量標準に発展する。金や銀や銅は，
それらが貨幣になる以前に，すでにこのような度量標準をそれらの金属重量に
おいてもっている。たとえば， 1ポンドは度量単位としてやくだち，それが一
方ではさらに分割されてオンスなどとなり，他方では合計されてツェントナー
などとなるのである。それだから，すべての金属流通では，重量の度量標準の
ありあわせの名称がまた貨幣の度量標準または価格の度量標準の元来の名称に
もなっているのである。」 19)
しかし「種々の金属重量の貨幣名は，いろいろな原因によって，しだいにそ
れらの元来の重量名からはなれてくる。」 20)そして歴史的過程はこういう分離
を国民的慣習にする。こうして「貨幣度量標準は，一方では純粋に慣習的であ
るが，他方では一般的な効力を必要とするので，結局は法律によって規制され
ることになる。貴金属の一定の重量部分，たとえば 1オンスの金は公式にいく
つかの可除部分に分割されて，それらの部分にポンドとかターレルとかいうよ
うな法定の洗礼名があたえられる。そこで，このような可除部分は，貨幣の固
有の度量単位としてみとめられるのであるが，それは，さらにシリングやペニ
ーなどのような法定の洗礼名のついた別の可除部分に細分される。それでもや
はり一定の金属重量が金属貨幣の度量標準である。」 21)
さてわれわれの問題にうつることとしよう。それは貨幣の内在的価値すなわ
ち貨幣材料の価値と貨幣の相対的価値いいかえれば一般の商品価格との関係に
かかわるものであるが，ここでまずはじめにとりあげる問題は，貨幣材料の価
値が変動したばあいに，その変動は一般の商品価格にどのように影響するかと
いうことである。この問題にかんれんがあるマルクスの諸議論を順次に検討し
19) Ebenda, S. 112. 邦訳，同上， 129-130ペー ジ。
20) Ebenda, S. 114. 邦訳，同上， 132ペー ジ。
21) Ebenda, S. 115. 邦訳，同上， 132-133ペー ジ。
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よう。
貨幣がおこなう価値尺度としての機能と価格の度量標準としての機能とは二
つのまったく異なった機能であることを指摘するさいに，マルクスは「価値の
尺度として金がやくだっことができるのは，ただ，金そのものが労働生産物，
つまり可能性からみてひとつの可変的な価値であるからこそである」 22) と書
いているが， ひきつづいてつぎのようにのべている。「金の価値変動は金が価
値尺度として機能することをさまたげない。金の価値変動はすべての商品にた
いして同時におきるのだから，その他の事情がおなじならば，金の価値変動は
諸商品の相互の相対的価値には変化をおこさないのである。といっても，いま
では商品はみな以前よりも高いかまたは低い金価格であらわされるのである
が。」 23) 「商品の価格が一般的に上がるのは，貨幣価値が変わらなければ，商
品価値が上がるばあいだけであり，商品価値が変わらなければ，貨幣価値が下
がるばあいだけである。逆に，商品の価格が一般的に下がるのは，貨幣価値が
変わらなければ，商品価値が下がるばあいだけであり，商品価値が変わらなけ
れば，貨幣価値が上がるばあいだけである。」 24)
これによれば，商品価値が変わらないときには，商品価格が一般的に上がる
か下がるのは貨幣価値が下がるか上がることによるのであるが，この貨幣価値
は貨幣材料の価値をさすのである。こうしては両者の二つの関係が問題となる
が，いまは，商品価格が一般的に上がるのは貨幣材料の価値が下がることによ
るという関係だけについて考察する。もうひとつの関係はよういに類推するこ
とができるであろう。ところで，当面の問題においてもっとも重要なのは，そ
ういう商品価格の一般的な上昇がどのようにして生ずるかということ，つまり
その上昇の過程である。それでこれにかんするマルクスの諸議論をあとづける
こととする。
22) Ebenda, S. 113. 邦訳，同上， 130ペー ジ。
23) Ebenda, S. 113-114. 邦訳，同上， 131ペー ジ。
24) Ebenda, S. 114. 邦訳，同上， 131ペー ジ。
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第1に基本的命題をのべている議論をあげておこう。「どの商品でもそう
であるように，貨幣もそれじしんの価値量をただ相対的に他の諸商品であらわ
すことができるだけである。貨幣じしんの価値は，貨幣の生産に必要な労働時
間によって規定されていて，それとおなじだけの労働時間が凝固している他の
各商品の量で表現される。このような，貨幣の相対的価値量の確定は，その生
産源での直接的物々交換でおこなわれる。それが貨幣として流通にはいると
き，その価値はすでにあたえられている。」 25)
つぎに，貨幣材料の生産源が国内にあるばあいについての議論をみよう。「貨
幣として機能するためには，金は，どこかの点で商品市場にはいらなければな
らない。 この点は金の生産源にあるが， そこで金は， 直接的労働生産物とし
て，おなじ価値の別の労働生産物と交換される。しかし，この瞬間から，その
金はいつでも実現された商品価格をあらわしている。」 26)こうして「商品の流
通部面にはひとつの穴があって，そこをとおって金（銀，要するに貨幣材料）
は，あたえられた価値のある商品として流通部面にはいってくる。 この価値
は，価値尺度としての貨幣の機能では，したがって価格決定にさいしては，す
でに前提されている。いま，たとえば価値尺度そのものの価値が下がるとすれ
ば，それは，まず第1に，貴金属の生産源で商品としての貴金属と直接に交換
される諸商品の価格変動にあらわれる。ことに，プルジョア社会のあまり発展
していない状態では，ほかの諸商品の一大部分は，なおかなり長いあいだ，価
値尺度のいまでは幻想的となり過去のものとなった価値で評価されるであろ
う。しかし，ー商品は他の商品を，それとじぶんとの価値関係をつうじてじぶ
んにかぶれさせてゆくのであって，諸商品の金価格または銀価格は，しだいに，
それらの価値そのものによって規定された比率で平衡化されていって，ついに
すぺての商品価値が貨幣金属の新たな価値におうじて評価されるようになるの
25) Ebenda, S. 106-107. 邦訳，同上， 123ペー ジ。
26) Ebenda, S. 123. 邦訳，同上， 144ペー ジ。
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である。」 27)
最後に，貨幣材料が国外から流入するばあいについての議論をしめしておこ
う。「貴金属の価値の減少， すなわちその生産に必要な労働時間の減少は， さ
しあたってその供給の増加にあらわれるだけである。それゆえに，のちにヒュ
ームの学徒は，、貴金属の価値の減少は流通手段の量の増加にあらわれ，流通手
段の量の増加は商品価格の上昇にあらわれる， といった。 しかしじっさいに
は，流通手段としての金銀ではなく，商品としての金銀と交換される輸出商品
の価格だけが上昇するのである。こうして，価値の減少した金銀で評価される
これらの商品の価格は，その交換価値がひきつづき金銀のもとの生産費の基準
にしたがって評価される他のすべての商品にたいして上昇する。おなじ国内で
の諸商品の交換価値のこういう二重の評価は，もちろん一時的なものでしかあ
りえず，金価格または銀価格は交換価値そのものによって規定された比率で平
衡化されなければならず，そうして結局は，すべての商品の交換価値は，貨幣
材料の新しい価値におうじて評価されることになる。こういう過程の展開は，
一般に市場価格の動揺のなかで商品の交換価値が自已を貫徹するしかたとおな
じように，ここでの問題ではない。だが，この平衡化が，ブルジョア的生産の
あまり発展していない時代には，きわめてゆっくりと，また長期間にわたって
おこなわれ，どんなばあいでも流通する現金の増加とおなじ歩調をたもつもの
ではないことは， 16世紀の商品価格の運動についての新しい批判的研究によっ
て的確に証明されている。」 28) 「16世紀と17世紀には，価格は貴金属の増加に
つれて一様に上昇したのではなかった。また，商品価格になんらかの変化があ
らわれるまでには，半世紀以上が経過したし，変化があらわれてからでも，諸
商品の交換価値が一般的に金銀の低下した価値にしたがって評価されるまでに
は，したがってこの革命が一般の商品価格をとらえるまでには，さらに長い期
27) Ebenda, S. 131-132. 邦訳，同上， 154-155ペー ジ。
28) Marx, Zur Kritik. MarかEngelsWerke; Bd. 13, S. 136. 邦訳，第13巻， 137ペー
ジ。
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間がかかったのである。」 29)
こういうマルクスの諸議論によって当面の問題の要点はほぼあきらかである
が，われわれはとくにつぎの点に注意しなければならない。貴金属の価値の低
下によって一般の商品価格が上昇する過程は「一般に市場価格の動揺のなかで
商品の交換価値が自已を貫徹する」過程とおなじようにかんがえられなければ
ならない。つまりそれは商品としての貴金属と直接に交換される諸商品の価格
の上昇をもってはじまるすぺての商品の生産調整をつうじておこなわれるので
ある。「貴金属の価値の減少は流通手段の量の増加にあらわれ， 流通手段の量
の増加は商品価格の上昇にあらわれる」のではない。そういうわけで， 「諸商
品の交換価値が一般的に金銀の低下した価値にしたがって評価されるまでに
は，したがってこの革命が一般の商品価格をとらえるまでには」長い期間がか
かるのである。 ao)
なお，順序はあとになったが，われわれの問題に属する本来の主要問題をと
•りあげなければならない。すなわち，貨幣の内在的価値が変わらないばあい
に，その内在的価値と貨幣の相対的価値との関係じたいはどのようなものであ
るかという問題，これである。以下，これにかんれんがあるマルクスの諸議論
を検討する。
さいしょに，マルクスが貨幣での価値表現にかんする議論において「商品の
価値量の指標としての価格」と「商品と貨幣との交換比率」との関係について
のべている章句をみておくことが必要であるから，これを引用するならば，っ
ぎのとおりである。「価格は，商品に対象化されている労働の貨幣名である。
それゆえに，商品と，その名が商品の価格であるところの貨幣量とが等価であ
るということは，ひとつの同義反復である。一般に一商品の相対的価値表現は
29) Ebenda, S. 138. 邦訳，同上， 139ページ。
30)当面の問題についてヴァルガとヒルファディングは鋳造価格にかんするかれらの誤解
にもとづいて謬見をのべている。（笠信太郎訳『金と物価」 1927年， 12-19, 39ペー
ジ以下，参照。）
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つねに二つの商品の等価性の表現であるということとおなじように。しかし，
商品の価値量の指標としての価格はその商品と貨幣との交換比率の指標である
としても，逆にその商品と貨幣との交換比率の指標は必然的にその商品の価値
量の指標であるということにはならないのである。かりに，おなじ量の社会的
必要労働が 1クォーターの小麦と 2ポンド・スターリング（約％オンスの金）
とであらわされるとしよう。 2ポンド・スターリングは 1クォーターの小麦の
価値量の貨幣表現，すなわちそJ)価格である。いま，事情が 1クォーターの小
麦を 3ポンド・スターリングに値上げすることをゆるすか，またはそれを 1ボ
ンド・スターリングに値下げすることをしいるとすれば， 1ポンド・スターリ
ングと 3ポンド・スターリングとは，この小麦の価値量の表現としては過小ま
たは過大であるが，それにもかかわらずそれらはこの小麦の価格である。とい
うのは，第 1にそれらは小麦の価値形態，貨幣であり，第2には小麦と貨幣と
の交換比率の指標だからである。生産条件が変わらないかぎり，または労働の
生産力が変わらないかぎり，相変わらず 1クォーターの小麦の再生産にはおな
じだけの社会的労働時間が支出されなければならない。 このような事情は，
小麦生産者の意志にも他の商品所持者たちの意志にもかかわりがない。だか
ら，商品の価値量は，社会的労働時間にたいする，ある必然的な，その商品の
形成過程に内在する関係をあらわしているのである。価値量が価格に転化され
るとともに，この必然的な関係は，ー商品とその外にある貨幣商品との交換比
率としてあらわれる。しかし，この比率では，商品の価値量が表現されうると
ともに，また，あたえられた事情のもとでその商品が手ばなされるばあいの価
値量以上または以下も表現されうる。価格と価値量との量的な不一致の可能
性，または価値量からの価格の偏差の可能性は，価格形態そのもののうちにあ
るのである。このことは，けっしてこの形態の欠陥ではなく，むしろ逆に，こ
の形態を，ひとつの生産様式の，すなわちそこでは規律がただ無規律の，盲目
的に作用する平均法則としてのみ自已を貫徹しうるような生産様式の，適当な
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形態にするのである。」 81)
ここでマルクスは商品の価値量の指標としての価格がかならずしも商品と貨
幣との交換比率と一致しないことを指摘し，そのさいに後者をさらに価格とも
よんでいるが，これは市場価格にほかならない。そして，かれが最後に無規律
な商品生産を特徴づけるものとしてあげている，価値からかたよる価格の偏差
の可能性については，いわゆる市場価値の問題にかんするかれのつぎのような
文章が想起される。 「需要と供給とはじっさいにはけっして一致しない。また
は，もし一致するとすれば，それは偶然である。…•••こうして，どのあたえら
れたばあいにも需要と供給とはけっして一致しないけれども，それらの不一致
はつぎつぎにつづいておきる，—そして一方へのかたよりの結果が反対の方
向への別のかたよりをよびおこす—，したがって，大なり小なりの一期間の
全体をみれば，供給と需要とはたえず一致する。ただし，ただ過ぎ去った運動
の平均としてのみ，そしてただそれらの矛盾の不断の運動としてのみ，一致す
るのであるが。こうして，市場価値からかたよる諸市場価格も，それらの平均
数からみれば，市場価値に均等化される。というのは，市場価値からの諸偏差
はプラスとマイナスとして相殺されるからである。」 32)
このようにつうれい需要と供給とは一致せず，市場価値からかたよる市場価
格が生ずる。そして市場価値はそういう市場価格の上下運動の平均として実現
されるのであって，そのさいに市場価値からかたよる市場価格の諸偏差は相殺
されるのである。
ところで，おなじような関係を貨幣の内在的価値と相対的価値とにかんれん
して考察しなければならないのであるが，このさいマルクスのつぎのような叙
述が注目される。すなわち，繁栄期には「諸商品で表現される貨幣の相対的価
31) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Maか邸gelsWerke, Bd. 23, S. 116-117. 邦訳，
第23巻， 135-136ページ。
32) Marx, Das Kapital, 3. Bd. Marx珈 gelsWerke, Bd. 25, S. 199-200. 邦訳，
第25巻， 238-239ページ。
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値が（現実の価値革命もおきないのに）下がり，したがって諸商品の価格がそ
れらじしんの価値とは無関係に上がる。」 33)また「恐慌には，たいてい，資本
主義的生産に属するすべての商品の一般的な価格の上昇が先行する。それだか
ら，それらの商品はすべてそのあとにつづく価格崩落に参加するのであって，
この価格崩落以前の価格では市場にとって在貨過剰になるのである。市場は，
以前の市場価格では吸収することのできないような商品量でも，ますます下が
ってゆく価格であれば，……吸収することができる。•…••このばあいに諸商品
が吸収されるような価格は，生産者または商人にとっては破滅的なものであ
る。」 84)
これによってみれば，繁栄期には貨幣の内在的価値が変わらないのに貨幣の
相対的価値が下がり，一般の商品価格が上昇するが，恐慌後には貨幣の相対的
価値が上がり，一般の商品価格が低下する。そういう上下運動がおこるところ
の過程はともかくとして，二つの運動はけっきょく相殺されることになる。こ
うして貨幣の内在的価値と相対的価値とはほぽひとしくなる傾向があるのであ
る。 35)
3 貨幣流通の法則
ついでわれわれは『資本論』第 1部第 1篇第3章第2節「流通手段」のなか
33) Marx, Das Kapital, 2. Bd. MarかEngelsWerke, Bd. 24, S. 409. 邦訳，第24巻，
505ページ。
34) Marx, Theorien uber den Mehrwert, 2. Tel. Marx-Engels Werke, Bd. 26, 2. 
Teil, S. 506. 邦訳，第26巻，第2分冊， 682ペー ジ。
35)このばあいに商品価値そのものの低落にもとづく商品価格の低下は考慮にいれていな
い。なお，主要な諸産業部門において高い独占価格や寡占価格が不況期にも維持され
るようになると，上記のような相殺作用は十分におこなわれない。貨幣の相対的価値
の低下のほうが大きすぎて，それだけあとにのこることとなる。独占価格や寡占価格
のために価値法則はその実現において変容をうけるのであるが，そういう事実もおな
じ変容の問題として考察されなければならない。
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のマルクスの諸議諭のうちとくに貨幣流通の法則にかんれんがあるものをとり
あげて検討することとする。それで， .a「商品の変態」における商品流通の形
態W-G-:-Wにかんする議論の全部をとばし， b「貨幣の流通」のなかでは
「商品流通によって貨幣に直接にあたえられる運動形態は，貨幣がたえず出発
点から遠ざかることであり，貨幣がある商品所持者の手から別の商品所持者の
手にすすんでゆくことであり，または貨幣の流通である」 86) ということ，こ
うして「貨幣は流通手段としてはいつでも流通部面に住んでおり，たえずその
なかを駆けまわっている」から， 「この部面はつねにどれだけの貨幣を吸収す
るかという問題が生ずる」 8.7) ということを指摘するにとどめ，ただちに貨幣
流通の法則にかんする議論に目をむけよう。
マルクスはいう， 「一国では毎日多数の同時的な， したがってまた空間的に
並行する一方的な商品変態が，いいかえれば，一方の側からの単なる売り，他
方の側からの単なる買いが，おこなわれている。商品は，その価格において，
すでに決定され想像された貨幣量に等置さている。ところで，ここで考察され
ている直接的流通形態は，商品と貨幣とをつねに肉体的にむかいあわせ，一方
を売りの極に，他方を買いの反対の極におくのだから，商品世界の流通過程の
ために必要な流通手段の量は，すでに諸商品の価格総額によって規定されてい
る。じっさい，貨幣は，ただ，諸商品の価格総額ですでに観念的にあらわされ
ている金総額を実在的にあらわすだけである。したがって，これら二つの総額
がひとしいということは自明である。 とはいえ，われわれがしっているよう
に，商品の価値が変わらないばあいには，商品の価格は，金（貨幣材料）その
ものの価値といっしよに変動し，金の価値が下がればそれに比例して上がり，
金の価値が上がればそれに比例して下がる。こうして諸商品の価格総額が上が
るか下がるかするにしたがって，流通する貨幣の量もおなじように増すか減る
36) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Maか EngelsWerke, Bd. 23, S. 129. 邦訳，第2.3巻，
151ペー ジ。
37) Ebenda, S. 131. 邦訳，同上， 153ペー ジ。
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かしなければならない。このばあいには流通手段の量の変動はたしかに貨幣そ
のものから生ずるのであるが，しかし，流通手段としての貨幣の機能からでは
なく，価値尺度としての貨幣の機能から生ずるのである。諸商品の価格がまず
貨幣の価値に反比例して変動し，それから流通手段の量が諸商品の価格に正比
例して変動するのである。」 38)それからマルクスは「以下では金の価値はあた
えられたものとして前提されるが，じっさいにもそれは価格評価の瞬間にはあ
たえられているのである」 39)とのべたのち，つぎのように論じている。＿
「こういうわけで，この前提のもとでは，流通手段の量は実現さるべき諸商
品の価格総額によって規定されている。いまさらにおのおのの商品種類の価格
をあたえられたものとして前提すれば，諸商品の価格総額は，あきらかに，流
通のなかにある商品量によってさだまる。……だから，小麦の量が増すにつれ
て，販売のさいにこれと場所をとりかえる貨幣量も増さなければならない。
「商品量をあたえられたものとして前提すれば，流通する貨幣の量は，諸商
品の価格変動につれて増減する。それは，諸商品の価格総額がそれらの商品の
価格変動の結果として増減するから，増減するのである。そのためには，すべ
ての商品の価格が同時に上がったり下がったりする必要は少しもない。すべて
の流通する商品の実現さるべき価格総額を増加せさるかまたは減少させるのに
は，したがっていっそう多量かまたは少量の貨幣を流通させるのにも，一方の
ばあいには，ある数の主要物品の価格上昇が，他方のばあいには，それらの価
格低下があれば，それで十分である。……
「ある数の，無関連な，同時的な，したがって空間的に並行する売りまたは
部分変態，たとえば 1クォーターの小麦， 20エレのリンネル， 1冊の聖書， 4 
ガロンのウィスキーの売りがおこなわれるものとしよう。どの物品の価格も 2
ポンド・スターリングであり，したがって実現さるべき価格総額は 8ポンド・
38) Ebenda, S. 131. 邦訳，同上， 154ペー ジ。
39) Ebenda, S. 132. 邦訳，同上， 155ペー ジ。
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スクーリングだとすれば， 8ポンド・スターリングだけの貨幣量が流通にはい
らなければならない。これに反して，おなじ諸商品が，われわれになじみの商
品変態列，すなわち 1クォーターの小麦ー2ポンド・スターリングー20エレの
リンネルー2ポンド・スクーリングー1冊の聖書ー2ポンド・スターリングー
4ガロンのウィスキーー2ボンド・スターリングという列の諸環をなすとすれ
ば，そのばあいには 2ポンド・スターリングがいろいろな商品を順々に流通さ
せてゆくことになる。 というのは， それは諸商品の価格を順々に実現してゆ
き，したがって 8ポンド・スターリングという価格総額を実現してから，最後
にウィスキー屋の手のなかで休むことになるからである。それは 4回の流通を
なしとげる。このような，おなじ貨幣片がくりかえす場所変換は，商品の二重
の形態変換，二つの反対の流通段階をとおる商品の運動をあらわしており，
またいろいろな商品の変態のからみあいをあらわしている。この過程がとおる
対立していてたがいに補いあう諸段階は，空間的に並んであらわれることはで
きないのであって，ただ時間的にあいついであらわれることができるだけであ
る。それだから，諸期間がこの過程の長さの尺度になるのである。または，所
与の時間内のおなじ貨幣片の流通回数で貨幣流通の速度が計られるのである。
前記の四つの商品の流通過程には， たとえば1日かかるとしよう。そうする
と，実現されるべき価格総額は8ボンド・スクーリング，おなじ貨幣片の 1日
の流通回数は 4,流通する貨幣の量は 2ポンド・スターリングである。すなわ
ち，流通過程の所与の期間については 諸商品の価格総額
'同名の貨幣片の流通回数
＝流通手段と
して機能する貨幣の量 となる。この法則は一般的に妥当する。所与の期間に
おける一国の流通過程は，一方では， おなじ貨幣片がただ 1度だけ場所をか
ぇ，またはただ 1回だけ流通するところの，多くの分散した，同時的な，空間
的に並行する売り（または買い）すなわち部分変態をふくんでいるが，他方で
は，おなじ貨幣片が多かれ少なかれ何回もの流通をおこなうところの，あるい
は並行し，あるいはからみあう，多かれ少なかれいくつもの環からなっている
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変態列をふんでいる。だが，流通しつつあるすべての同名の貨幣片の総流通回
数から，各個の貨幣片の平均流通回数または貨幣流通の平均速度がでてくる。
たとえば 1日の流通過程のはじめにそこに投げこまれる貨幣量は，もちろん，
同時に空間的に並んで流通する諸商品の価格総額によって規定されている。し
かし，この過程のなかでは，ひとつの貨幣片はいわば他の貨幣片のために連帯
責任をおわされるのである。一方の貨幣片がその流通速度を速めれば，他方の
貨幣片の流通速度が鈍くなるか，または，その貨幣片はまったく流通部面から
飛びでてしまう。なぜならば，流通部面が吸収しうる金量は，その各個の要素
の平均流通回数を掛ければ，実現さるべき価格総額にひとしくなるような量に
かぎられるからである。それゆえに，貨幣片の流通回数が増せば，その流通量
は減るのであり，貨幣片の流通回数が減れば，その量は増すのである。流通手
段として機能しうる貨幣量は，平均速度があたえられていればあたえられてい
るのだら，たとえば一定量の 1ポンド券を流通に投げこみさえすれば，おなじ
量のソヴリン貨をそこから投げだすことができるのである。」 40)41) 
以上がマルクスの貨幣流通の法則にかんする議論である。 42) 要するに，ぁ
40) Ebenda, S. 132-134. 邦訳，同上， 155-157ペー ジ。
41)ここにマルクスのつぎのような文章をあげておこう。「流通する金量は， 変動する商
品価格の総額と変動する流通速度とに依存するということから，つぎの結論，金属流
通手段の量は収縮し膨脹しうるものでなければならず，つまり金は流通過程の必要に
おうじて，あるときは流通手段として流通過程にはいり，あるときはふたたびここか
ら離脱しなければならないという結論が生じる。」 (Marx,Zu1・Kritik. MarかEngels
Werke, Bd. 13, S. 87. 邦訳，第13巻， 87ペー ジ。）
42)マルクスはいう，「流通の速度が前提されているとすれば， 流通手段の葦は， かんた
んに商品の価格によって規定される。だから，流通する貨幣が多かったり少なかった
りするから価格が高かったり低かったりするのではなく，価格が高かったり低かった
りするから，流通する貨幣が多かったり少なかったりするのである。これはもっとも
重要な経済法則のひとつである。」 (Ebenda,S. 86. 邦訳，同上， 86ページ。）しかる
に「商品価格は流通手段の量によって規定され，流通手段の量はまた一国に存在する
貨幣材料の蘊によって規定される，という幻想」があり，これは「そのさいしよの代
表者たちにあっては．商品は価格をもたずに流通過程にはいり，また貨幣は価値をも
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る期間に流通する貨幣の量は，三つの要因すなわち「価格の運動と流通商品量
とそして最後に貨幣の流通速度」 48)に依存するということができる。そこで，
いまかりに貨幣の流通速度が変わらないとするならば，流通に必要な金量44)
は商品価格と流通商品量との変動によって影響されることになるが，とくに商
品価格の変動について注意すぺきは，マルクスが「商品の価格変動に反映する
ものが，現実の価値変動であろうと，単なる市場価格の変動であろうと，流通
手段の量への影響はおなじである」 45) とのべていることである。こうして流
通必要金量は諸商品の市場価格の変動によって影響されるのである。 46) それ
は，諸商品の市場価格が上がれば増加するし，諸商品の市場価格が下がれば減
少するのである。47)
さて，上記のような貨幣流通の法則にかんれんして，われわれは，マルクス
が， C 「鋳貨と価値章標」のなかで紙幣流通の独自な法則についてのべている
議論も検討しなければならないが，まず紙幣そのものの発生ということが問題
であって，これにかんするかれの叙述をみておこう。鋳貨の機能についてのベ
るさいにかれはそれに言及している。すなわち，「流通手段としての貨幣の機能
たずに流通過程にはいってきて，そこで雑多な商品群の一可除部分と金属の山の一可
除部分とが交換されるのだ，というばかげた仮説に根ざしているのである。」 (Marx'
Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 137-138. 邦訳，第23巻，
160-161ページ。）いわゆる貨幣数量説はそういう幻想とみなされる。
43) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 135. 邦訳，第23巻'
159ページ。
44) Marx, Zur Kritik. Marx-Engels Werke, Bd. 13, S. 98. 邦訳，第13巻,99ペー ジ。・
45) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Maか Engels,Bd. 23, S. 132. 邦訳，第23巻， 156ペ
ジー。
46)ここで商品価値からかたよる市場価格を比較するためにやくだっという貨幣の役割が．
想起さるべきである。
47) まえもってのべておくが，国家が商品を需要し，紙幣を発行して代金を支払うばあい~
に，その需要のために市場価格が上昇するならば， 流通必要金量は増加するであろ
う。これは流通紙幣量が流通必要金量をこえるぱあいの紙幣に特有な問題においてま
ずさいしょに注意しなければならないことである。
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からは，その鋳貨姿態が生ずる。諸商品の価格または貨幣名で想像されている
金の重量部分は，流通のなかでは同名の金片すなわち鋳貨として商品に相対し
なければならない。価格の度量標準の確定とおなじように，鋳造の仕事は国家
の手に帰する。」 48) ところが，「金鋳貨と金地金とは元来はただ外形によって
区別されるだけで，金はいつでも一方の形態から他方の形態に変わることがで
きるのである。 しかし，・・・・・・流通しているうちに金鋳貨は，あるものはより多
く，あるものはより少なく摩滅する。金の称号と金の実体とが，名目純分と実
質純分とが，その分離過程を開始する。同名の金鋳貨でも，重量がちがうため
に，価値のちがうものになる。流通手段としての金は価格の度量標準としての
金からはなれ，したがってまた，それによって価格を実現される諸商品の現実
の等価物ではなくなる。」 49)このように「貨幣流通そのものが鋳貨の実質純分
を名目純分から分離し， その金属定在をその機能的定在から分離するとすれ
ば，貨幣流通は，金属貨幣がその鋳貨機能では他の材料からなっている章標ま
たは象徴によって置きかえられるという可能性を，潜在的にふくんでいる。」so)
そこで「銀製や銅製の章標」が「金鋳貨の代理」をすることができるのであ
る。 ところで， 「銀製や銅製の章標の金属純分は，法律によって任意に規定さ
れている。それらは， 流通しているうちに，金鋳貨よりももっと速く摩滅す
る。それゆえに，それらの鋳貨機能は事実上それらの重量にはかかわりのない
ものになる。すなわち， およそ価値というものにはかかわりのないものにな
る。金の鋳貨定在は完全にその価値実体から分離する。だから，相対的に無価
値なもの，紙券が，金にかわって鋳貨として機能することができる。金属製の
貨幣章標では，純粋に象徴的な性格はまだいくらか隠されている。紙幣では，
それが一見してわかるようにあらわれてくる。」 51)
-48) Marx, a. a. 0., S. 138. 邦訳，同上， 163ペー ジ。
-49) Ebenda, S. 139. 邦訳，同上， 163-164ペー ジ。
50) Ebenda, S. 140. 邦訳，同上， 164ペー ジ。
51) Ebenda, S. 140-141. 邦訳，同上， 165-166ペー ジ。
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このようにして金にかわる章標としての紙幣（紙券）が発生するのであるが，
マルクスがここで紙幣といっているのは「強制通用力のある国家紙幣」52)をさ
すのである。この紙幣は「相対的に無価値なもの」であっても，「金にかわって
鋳貨として機能することができる」のである。そういう紙幣の役割については
さらにマルクスのつぎのような文章も考慮にいれられなければならない。すな
わち，「運動 W-G-Wが匝接たがいに転化しあう二つの契機W-GとG-W
との過程的統一であるかぎり，いいかえるならば，商品がその総変態の過程を
通過するかぎり，商品がその交換価値を価格でまた貨幣で展開するのは，すぐ
にまたこの形態を廃棄して，ふたたび商品に，あるいはむしろ使用価値になる
ためである。だから，商品は，その交換価値のたんに外見上の独立化にむかっ
てすすむにすぎない。他方では，すでにみたように，金がただ鋳貨として機能
するかぎりでは，すなわちたえず流通にあるかぎりでは，それはじっさいには
．．．．．．．．．．．．．． 
ただ諸商品の変態の連鎖とそれらのたんに瞬時的な貨幣存在をあらわすにすぎ
ず，一方の商品の価格を実現するのは他方の商品の価格を実現するためにすぎ
ないのであって，どこでも交換価値の休止的な定在としてまたはそれじしん休
止する商品としてあらわれはしない。諸商品の交換価値がこの過程でうけと
り，金がその流通であらわす実在性は，ただ電気火花のような実在性にすぎな
い。この金は現実の金であるとしても，ただ仮象の金としてだけ機能するにす
ぎず，それだからこそこの機能ではそれじしんの章標によって置きかえられる
ことができるのである。鋳貨として機能する価値章標，たとえば紙券は，その
鋳貨名に表現されている金量の章標であり，したがって盃章標である。」 53)こ
うして「紙幣は金章標または貨幣章標である。紙幣の商品価値にたいする関係
は，ただ，紙幣によって象徴的感覚的にあらわされているのとおなじ金量で商
品価値が観念的にあらわされているということにあるだけである。すべての他
52) Ebenda, S. 141. 邦訳，同上， 166ペー ジ。
53) Marx, Zur Kritik. Marか EngelsWerke, Bd. 13, S. 94. 邦訳，第13巻， 95ペー ジ。
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の商品量とおなじようにやはり価値量である金量を代表するかぎりにおいての
み，紙幣は価値章標なのである。」 54)
ここの最後のところで，マルクスは，紙幣が金章標であることを明言してい
る。つまり紙幣は流通において金を代表するものにほかならないのである。こ
ういう考え方にもとづいてかれは「紙幣流通の独自な法則」をのべ，紙幣が流
通水路にあふれるばあいについて論じているが，この議論は紙幣そのものに特
有な運動にかかわるものであって注目にあたいする。まずその全文を引用しよ
う。「 1ポンド・スターリングとか5ボンド・スターリングなどの貨幣名の印
刷されてある紙券が，国家によって外から流通過程に投げこまれる。それが現
実に同名の金の額にかわって流通するかぎり，その運動にはただ貨幣流通その
ものの諸法則だけが反映する。紙幣流通の独自な法則は，ただ金にたいする紙
幣の代表関係から生じうるだけである。そして，この法則は，かんたんにいえ
ば，つぎのようなことである。すなわち，紙幣の発行は，紙幣によって象徴的
にあらわされる金（または銀）が現実に流通しなければならないであろう量に
制限されるべきである，というのである。ところで，流通部面が吸収しうる金
量は，たしかに，ある平均水準の上下にたえず動揺している。とはいえ，あた
えられた一国における流通手段の量は，経験的に確認される一定の最小限より
下にはけっして下がらない。この最小量がたえずその成分をとりかえるという
こと，すなわち，つねに異なった金片からなっているということは，もちろん，
この最小量の大きさを少しも変えはしないし，それが流通部面をたえず駆けま
わっているということを少しも変えはしない。それだからこそ，この最小量は
紙製の象徴によって置きかえることができるのである。これに反して，もし今
日すべての流通水路がその貨幣吸収能力いっぱい紙幣でみたされるならば，こ
れらの水路は，商品流通の変動のために明日はあふれてしまうかもしれない。
54) Marx, Das Kapital, 1. Bd. Marx-Engels Werke, Bd. 23, S. 142. 邦訳，第23巻，
167ページ。
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あらゆる限度がうしなわれることになる。しかし，紙幣がそれの限度，．すなわ
ち流通しうるであろうおなじ名称の金鋳貨の量をこえても，それは，一般的な
信用崩壊の危険はべつとして，商品世界のなかでは，やはり，この世界の内在
的な諸法則によって規定されている金量，つまりちょうど代表されうるだけの
金量をあらわしているのである。紙券の量が，たとえば 1C 2 ?〕オンスづつ
の金のかわりに 2C 1 ?〕オンスづつの金をあらわすとすれば，事実上，たと
えば 1 ポンド・スクーリングは，たとえば¾オンスの金のかわりに％オンスの
金の貨幣名となる。結果は，ちょうど価格の尺度としての金の機能が変えられ
たようなものである。したがって，以前には 1ポンドという価格であらわされ
ていたのとおなじ価値が，いまでは2ポンドという価格であらわされることに
なるのである。」 55)
この文章の前半は明白であるが，後半については若干の考察が必要である。
マルクスはいう， 「もし今日すべての流通水路がその貨幣吸収能力いっぱい紙
幣でみたされるならば，これらの水路は，商品流通の変動のために明日はあふ
れてしまうかもしれない。」これによれば，紙幣は流通に必要でないものも流
通過程の外にでてゆくことができないので，流通紙幣量が流通必要金量をこえ
るかもしれないが，こういう事態がどのようにして生ずるかが問題であって，
これについてのマルクスの見解をみると，かれは上記のように「商品流通の変
動のために」といっているから，そのために流通必要金量が減少するというわ
けである。つまり流通紙幣量が減少しないのに流通必要金量が減少することに
なるのである。 58) こうして流通紙幣量は流通必要金量をこえている。ところ
55) Ebenda, S. 141-142ベー ジ。邦訳，同上， 166-167ペー ジ。
56)その他の事情もかんがえられる。すなわち，流通必要金量が増加しても流通紙幣量よ
りは少なく増加するということである。紙幣が唯一の流通手段となっているばあい
に，国家が商品を需要し．紙幣を印刷して代金を支払い， したがってそれだけ流通紙
幣量が増加するとしよう。このときその需要のために市場価格が上昇したり取引量が
増大したりすることになるであろうが，こういう結果がそのままつづいてゆくとして
も，紙幣の流通速度が 1よりもはるかに大きいから，流通必要金堡は流通紙幣量より
少なくてもよいはずである。
47 
318 闊西大學「経清論集」第22巻第3号
が，流通紙幣量は，それが流通必要金量の 2倍の紙券量からなっていても， tこ
だその金量だけをあらわすにすぎない。そこで 1枚の紙券は以前の金量の半分
を代表するようになる。すなわち，価格標準は事実上それだけ切下げられるこ
とになる。したがって，一般の商品価格は 2倍に上昇するということになるの
である。57)
こうしたことがなぜおこるかの基本的な理由はすでにあきらかであるが，念
のために，それをしめしているマルクスの章句をあげておこう。 「紙券は強制
通用力をもっているから，国家がおもうままに多数の紙券を強制流通させ， 1 
ボンド， 5ポンド， 20ポンドといった任意の鋳貨名をそれらに極印するのを，
だれもさまたげることはできない。ひとたび流通にはいった紙券は，これを流
通から投げだすことは不可能である。なぜならば，その国の境界標がその進路
をとどめるだけでなく，紙券は流通の外では，すべての価値を，使用価値をも
交換価値をもうしなうからである。」 58) このように，紙券は流通の外にでて
ゆくことができないから，すべての紙券が流通の内部にとどまらなければなら
ない。したがって， 1枚の紙券がどれだけの金量をあらわすかは，流通する紙
券の量によってきまる。 59) こうして「流通する紙券の価値はそれじしんの量
に依存する」 60) のである。
ところで，上述のように，紙幣に特有な運動として，流通紙幣量が流通必要
金量をこえ，価格標準が事実上切下げられ，一般の商品価格が上昇するという
ことがあるかもしれないが，マルクスによれば，このようなばあいにも貨幣流
57)これは最終の結果を抽象的にのべたものにすぎない。それがじっさいに生ずる過程に
ついてはマルクスはべつに説明していないが，この過程は複雑であって，具体的な分
析を必要とする。なお．流通紙幣批が流通必要金撒をこえ価格標準が事実上切下げら
れ一般の商品価格が上昇するばあいは，紙幣インフレーションとよばれる。これはも
ちろん上記のような具体的な分析にもとづいて論じられなければならない。
58) Marx, Zur Kritik. Marx-Engels Werke, Bd. 13, S. 98. 邦訳，第13巻， 99ペー ジ。
59) Ebenda, S. 9. 邦訳，同上,100ペー ジ。
60) Ebenda, S. 98. 邦訳，同上,99ペー ジ。
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通にかんする法則はけっして廃棄されないのである。このことはかれによって
とくに強調されている。すなわち， 「紙券の数量の増減一ー紙券が唯一の流通
手段をなしているばあいのそれ—にともなう商品価格の騰落は，流通する金
の量は商品の価格によって規定され，流通する価値章標の量は，それが流通で
代理する金鋳貨の量によって規定されるという法則が外部から機械的に破られ
たばあいに，流通過程によってむりやりになしとげられるこの法則の貫徹にほ
かならない。だから，他方では，どんな任意の数量の紙券でも流通過程によっ
て吸収され，いわば消化される。なぜならば，価値章標は，それがどういう金
名義をもって流通にはいりこもうとも，流通の内部ではそれのかわりに流通で
きるはずの金量の章標にまで圧縮されるからである。」61) そういうわけだか
ら，紙幣の数量が増加して商品価格が上昇するばあいにも，貨幣流通にかんす
る法則はその実現において変容をうけながら自己を貫徹するということができ
るのである。62)
これをもってわれわれは若干の貨幣問題にかんするマルクスの諸議論につい
ての検討をおえることとする。もちろん，その検討は不十分なものである。そ
れは，『資本論』第 1部第 1篇第3章第3節「貨幣」における「貨幣蓄蔵」，「支
払手段」，「世界貨幣」にかんする諸議論や，第3部第5篇「利子と企業者利得
とへの利潤の分裂 利子生み資本」のなかの各種の信用と信用貨幣とくに銀行
61) Ebenda, S. 100. 邦訳，同上， 101ページ。
62)マルクスが紙幣といっているのは国家紙幣であるということはすでにのべておいた。
かれは信用貨幣はまだ問題としていないのである。これは単純な商品流通ではまだあ
らわれない諸関係を前提する。「本来の紙幣が流通手段としての貨幣の機能から生ず
るように，信用貨幣は．支払手段としての貨幣の機能にその自然発生的な根源をもっ
ているのである。」 (Marx,Das Kapital, 1. Bd. Maか EngelsWerke, Bd. 23, S. 
141. 邦訳，第23巻， 166ページ。）しかし，ついでにのべておくが，信用貨幣したがっ
て銀行券の流通は貨幣流通の法則（ただし，支払手段の流通をとりいれたばあいの）
によって支配されるのである。 (Marx,Das Kapital, 3. Bd. Marx-Engels Werke, 
Bd. 25, S. 538. 邦訳，第25巻,668ペー ジ。）
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券にかんする諸議論にもおよんでいない。なおいわゆる管理通貨制度の諸問題
にはまったくふれていない。ただしこういう諸問題は内在的な『資本論』研究
の範囲をはるかにこえるものであって，別個の理論的，実証的研究を必要とす
るであろう。 63)
63)管理通貨制度の諸問題のなかには，銀行の信用創造や国家の赤字財政にもとづく不換
銀行券の発行によって，紙幣インフレーションのようなもの，いわば不換銀行券イン
フレーションがどのようにして発生するかという問題がある。不換銀行券のばあいに
は，銀行への還流や預金などの諸事情のために，その問題はきわめて複雑なものとな
る。さいきん需要インフレーションとコスト・インフレーション， とくに賃金インフ
レーションや管理価格インフレーションなどが云々されている。もちろんこれらのイ
ンフレーションは上記の不換銀行券インフレーションとまったく原因を異にするもの
であるから混同されてはならない。
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